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2022 年 2 月 7 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

「
２
日
、東
京
は
２
万
人
を

超
え
た
」「
３
日
、全
国
で

は
10
万
人
を
超
え
、
累
積

は
３
０
０
万
人
を
超
え

た
」「
政
府
が
和
歌
山
県
の

ま
ん
延
防
止
措
置
の
適
用

を
決
め
た
」「
ワ
ク
チ
ン
の

３
回
目
接
種
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

で
ダ
ン
ト
ツ
最
下
位
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
営
業
益
、
最
高

更
新（
２
日
、日
経
）。「
４

～
12
月
期
の
営
業
利
益
が
、

１
兆
５
５
０
０
億
円
と
３

年
ぶ
り
に
更
新
す
る
」「
在

宅
勤
務
の
広
が
り
で
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
光
回
線
の

契
約
が
増
え
た
こ
と
が
大

き
い
と
い
う
」「
社
員
に
還

元
し
て
ほ
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
で
通
信

障
害
が
発
生（
１
日
）。「
午

前
８
時
頃
か
ら
全
国
の
一

部
ユ
ー
ザ
ー
で
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
が
利
用
し
に
く
く

な
っ
た
」「
午
後
１
時
こ
ろ

首
位
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア

に
２

－

０
で
勝
利
（
１

日
）。「
７
大
会
連
続
Ｗ
杯

出
場
に
王
手
を
か
け
た
」

「
次
戦
は
３
月
24
日
、３
位

の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
戦

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
Ａ
Ｆ
Ｃ
女
子

ア
ジ
ア
カ
ッ
プ
。
日
本
は

７

－

０
で
タ
イ
に
快
勝

（
１
月
30
日
）。「
本
大
会
で

４
強
入
り
し
た
こ
と
で
女

子
Ｗ
杯
の
出
場
を
決
め

た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

北
京
五
輪
開
幕
（
４

佐
渡
金
山
の
世
界
遺
産
推
薦
に
つ
い
て

歴
史
の
事
実
に
向
き
合
い
誤
り
認
め
よ

　
　
　
志
位
委
員
長
が
会
見
（
１
日
）

　

志
位
氏
は
、
ユ
ネ
ス
コ

や
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
S
（
国
際

記
念
物
遺
跡
会
議
）
の
原

則
に
照
ら
し
て
、「
世
界
遺

産
の
推
薦
登
録
に
あ
た
っ

て
は
、
過
去
の
歴
史
の
一

部
分
だ
け
で
な
く
、
負
の

歴
史
も
含
め
て
、
歴
史
全

体
の
文
脈
の
中
で
位
置
付

け
ら
れ
る
べ
き
だ
」
と
指

摘
。「
戦
時
に
佐
渡
金
山
で

朝
鮮
人
の
強
制
労
働
が
行

わ
れ
て
い
た
の
は
歴
史
的

事
実
で
あ
り
、
し
っ
か
り

認
め
る
こ
と
が
大
事
だ
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　

そ
の
上
で
、
韓
国
政
府

が
強
制
労
働
の
被
害
な
ど

を
主
張
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
、
安
倍
元
首
相
が

「
い
ま
こ
そ
、新
た
な
『
歴

史
戦
チ
ー
ム
』
を
立
ち
上

げ
、
日
本
の
名
誉
と
誇
り

を
守
り
抜
い
て
ほ
し
い
」

と
主
張
し
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
、「
こ
れ
は
根
本
的

に
間
違
っ
た
議
論
だ
。
歴

史
は
戦
争
で
は
な
く
、
事

実
が
何
よ
り
大
切
で
あ
り
、

事
実
に
正
面
か
ら
向
き
合

う
こ
と
が
必
要
だ
。
歴
史

を
“
戦
場
”
に
し
て
は
い

け
な
い
」
と
批
判
し
ま
し

た
。

　

日
本
共
産
党
の
田
村
智

子
政
策
委
員
長
は
、
い
ま

発
熱
外
来
が
パ
ン
ク
状
態

に
あ
り
、
重
症
者
が
来
て

も
す
ぐ
に
検
査
・
治
療
で

き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
発
熱
外
来
へ
の
補
助

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
対
応

発
熱
外
来
補
助
金
を
元
に
戻
せ

社
会
機
能
維
持
に
も
検
査
拡
充
必
要

 　
　
　

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
討
論
で
田
村
政
策
委
員
長

回
復
し
た
が
原
因
は
調
査

中
と
の
こ
と
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
ア
ジ
ア

最
終
予
選
。
日
本
が
Ｂ
組

金
が
昨
年
末
に
打
ち
切
ら

れ
、
診
療
報
酬
の
大
幅
引

き
下
げ
が
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
。「
な
ぜ
こ
う

い
う
こ
と
を
や
る
の
か
。

発
熱
外
来
を
増
や
す
し
か

な
い
の
だ
か
ら
、
補
助
金

も
診
療
報
酬
も
直
ち
に
元

重
点
化
に
本
気
で
取
り
組

む
べ
き
だ
と
強
調
し
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
ワ
ク
チ
ン
３
回

目
接
種
の
遅
れ
の
問
題
で
、

２
回
目
接
種
後
８
カ
月
以

上
の
間
隔
を
あ
け
る
と
い

う
政
府
の
原
則
が
基
本
的

に
い
ま
だ
見
直
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
批
判
、「
原
則

の
見
直
し
は
も
ち
ろ
ん
、

負
担
が
増
え
て
い
る
自
治

体
へ
の
支
援
が
求
め
ら
れ

る
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

に
戻
す
べ
き
だ
と
強
く
要

求
し
た
い
」
と
訴
え
ま
し

た
。

　

ま
た
社
会
的
機
能
を
維

持
さ
せ
る
た
め
に
も
検
査

の
当
面
の
重
点
化
と
拡
充

が
重
要
だ
と
述
べ
、
医
療

機
関
で
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

結
果
が
数
日
か
か
る
実
態

を
示
し
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
検
査
の

日
本
の
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種

大
幅
遅
れ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

日
）。「
選
手
や
関
係
者
に

感
染
者
が
出
て
い
る
」「
厳

戒
態
勢
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

だ
」「
盛
り
上
が
り
に
欠
け

て
い
る
」「
中
国
の
人
権
侵

害
が
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
。「
２

月
か
ら
食
品
や
日
用
品
が

　

新
自
由
主
義
の
政
府
・

財
界
の
戦
略
は
、
国
内
で

リ
ス
ト
ラ
・
低
賃
金
→
内

需
の
縮
小
→
国
内
生
産
の

減
少
→
さ
ら
な
る
リ
ス
ト

ラ
・
低
賃
金
と
い
う
「
悪

魔
の
循
環
」
を
招
き
ま
し

た
。

　

岸
田
首
相
が
「
新
自
由

主
義
か
ら
の
転
換
」
を
い

う
な
ら
、
賃
金
水
準
を
長

期
不
況
前
に
戻
し
、
労
働

生
産
性
上
昇
を
踏
ま
え
て

引
き
上
げ
る
な
ど
賃
金
・

賃
金
引
き
上
げ
は
経
済
再
生
の
道

新
自
由
主
義
・「
悪
魔
の
循
環
」
か
ら
脱
却
を

　
　
　
　
　
　
　

労
働
総
研
提
言

「はやぶさ２」が採取した
「リュウグウ」試料のカタログ
一般公開

　

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
は
、
探
査
機

は
や
ぶ
さ
２
が
地
球
に
持

ち
帰
っ
た
小
惑
星
リ
ュ
ウ

グ
ウ
試
料
の
粒
子
４
４
３

個
に
関
す
る
水
や
有
機
物

に
富
む
こ
と
を
示
す
デ
ー

タ
な
ど
、
詳
細
な
情
報
を

記
載
し
た
カ
タ
ロ
グ
を
一

般
公
開
し
ま
し
た
（
Ｊ
Ａ

Ｘ
Ａ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

閲
覧
可
能
）。

　

ま
た
２
回
目
の
着
陸
に

アンネ密告者特定か
家族守るため裏切った可能性

　元 FBI 捜査官らが調査

　
「
ア
ン
ネ
の
日
記
」で
知

ら
れ
る
ア
ン
ネ
・
フ
ラ
ン

ク
の
一
家
が
１
９
４
４
年

８
月
、
オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
の
隠
れ
家
で

発
見
さ
れ
た
謎
。
き
っ
か

け
を
つ
く
っ
た
密
告
者
の

疑
い
が
あ
る
人
物
を
、
Ｆ

Ｂ
Ｉ
の
元
捜
査
官
や
歴
史

家
ら
約
20
人
で
構
成
す
る

研
究
チ
ー
ム
が
６
年
の
調

査
の
す
え
特
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
人
物
は
、
比
較
的

無
名
の
ユ
ダ
ヤ
人
公
証
人

ア
ー
ノ
ル
ト
・
フ
ァ
ン
デ

ン
ベ
ル
フ
。
研
究
チ
ー
ム

は
１
月
17
日
の
オ
ラ
ン
ダ

紙
Ｎ
Ｒ
Ｃ
に
対
し
、
自
分

の
家
族
を
守
る
た
め
、
フ

ラ
ン
ク
一
家
を
裏
切
っ
た

可
能
性
が「
極
め
て
高
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

次
々
と
値
上
が
り
し
て
い

る
」「
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
も

工
学
院
大
は
不
当
労
働
行
為

　

生
涯
賃
金
大
幅
減
の
制
度
導
入

　
　

   　
　

東
京
地
裁

　

２
０
１
５
年
７
月
、
大

学
当
局
は
教
員
人
事
評
価

制
度
を
提
案
。
教
員
を
３

等
級
に
格
付
け
し
、
最
上

位
以
外
は
賃
上
げ
を
頭
打

ち
に
し
、
最
低
評
価
の
場

合
は
昇
給
停
止
、
一
時
金

減
額
、
降
格
候
補
と
す
る

な
ど
、
生
涯
賃
金
で
３
０

労
働
条
件
の
抜
本
的
改
善

が
必
要
で
す
。
そ
の
原
資

は
、
積
み
上
が
っ
た
内
部

留
保
７
０
４
兆
円
（
20
年

末
）
の
一
部
を
還
元
す
れ

ば
可
能
で
す
。

　

労
働
総
研
は
、
賃
金
・

労
働
水
準
の
改
善
と
そ
れ

に
よ
る
経
済
効
果
を
試
算

し
ま
し
た（
図
）。
試
算
の

結
果
、
賃
金
・
労
働
条
件

の
改
善
に
よ
る
企
業
の
負

担
は
、や
が
て
生
産
増
、販

売
増
を
も
た
ら
し
、
日
本

経
済
を
成
長
軌
道
に
乗
せ

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が

示
さ
れ
ま
し
た
。

よ
っ
て
リ
ュ
ウ
グ
ウ
に

作
っ
た
人
工
ク
レ
ー
タ
ー

周
辺
か
ら
採
取
し
た
大
き

さ
数
㎜
、
重
さ
数
㎎
程
度

の
粒
子
の
画
像
と
そ
の
分

光
測
定
結
果
を
公
開
し
ま

し
た
。

　

カ
タ
ロ
グ
を
も
と
に
国

際
公
募
に
よ
り
研
究
テ
ー

マ
を
募
集
。
６
月
に
資
料

分
配
を
開
始
す
る
予
定
で

す
。

０
０
万
円
減
収
の
可
能
性

も
あ
る
不
利
益
変
更
を
伴

う
も
の
で
し
た
。

　

大
学
は
労
働
組
合
と
の

団
体
交
渉
を
無
視
し
、
翌

年
に
制
度
導
入
を
強
行
。

最
低
評
価
７
人
の
う
ち
５

人
は
組
合
役
員
で
し
た
。

　

20
年
４
月
、
東
京
都
労

働
委
員
会
が
大
学
当
局
の

不
当
労
働
行
為
を
認
定
。

大
学
側
が
不
服
と
し
て
、

東
京
地
裁
に
提
訴
。
東
京

地
裁
は
26
日
、
不
当
労
働

行
為
と
認
定
す
る
判
決
を

出
し
ま
し
た
。

　

４
日
、立
春
。「
日
差
し

が
少
し
暖
か
く
な
っ
た
が

朝
晩
は
ま
だ
寒
い
」「
ま
た

寒
波
が
き
て
お
り
、
日
本

海
側
な
ど
は
大
雪
に
見
舞

わ
れ
そ
う
だ
。
雪
下
ろ
し

は
大
変
だ
」「
受
験
シ
ー
ズ

ン
な
の
で
受
験
生
も
大
変

だ
」

６
月
か
ら
値
上
げ
に
な

る
」

　
　

×　
　
　
　

×


